
1 

2018年 11月 26日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 果 実 堂 

代表者名 代表取締役社長 井出  剛 

問合せ先 経営企画室長 小板橋 達也 

（TEL：096-289-8883） 

 

第４回無担保社債（私募債）の発行に関するお知らせ 
 
 

当社は、2018年11月26日付にて、第４回無担保社債（私募債、総額１億円）を発行しましたの

で、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１．社債発行の目的 

 本件調達資金は、当社グループの事業拡大に必要な設備投資に充当いたします。 

 

２．社債の内容 

（１） 社債の名称 株式会社果実堂第４回無担保社債（株式会社大分銀行保証付） 

（２） 社債の総額 金１億円 

（３） 社債の利率 年 0.550％ 

（４） 払 込 期 日 2018年 11月 26 日 

（５） 償 還 期 日 2023年 11月 25 日（期間５年） 

（６） 利 払 日 毎年５月 25 日及び 11 月 25 日 

（７） 発 行 価 額 各社債の金額 100円につき金 100円 

（８） 償 還 金 額 各社債の金額 100円につき金 100円 

（９） 償 還 方 法 満期一括償還 

（10） 保 証 人 株式会社大分銀行（100％保証） 

（11） 財務代理人 株式会社大分銀行 

（12） 総額引受人 株式会社大分銀行 

（13） 振 替 機 関 株式会社証券保管振替機構 

なお、当社が普通社債を発行するのは、2016年２月の第１回無担保社債（株式会社鹿児島銀行

保証付社債）、2016 年３月の第２回無担保社債（株式会社北九州銀行保証付社債）、2017 年 10 月

の第３回無担保社債（株式会社鹿児島銀行保証付社債）に続いて、４件目となります。アーリー

ステージのアグリベンチャー企業が発行する普通社債を金融機関が引き受けるのは、珍しい事例

であります。 

 

３．今後の見通し 

 本件による当社の 2019年３月期の経営成績に与える影響は軽微であります。 
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（ご参考）株式会社果実堂について 

2005年設立の農業ベンチャー企業である㈱果実堂は、「健康のある場所。果実堂」を経営理念

として、予防医学の観点から 2008 年に熊本県内でベビーリーフ（野菜の幼葉の総称）の大規模

自社栽培に着手しました。2017年１月現在、ハウス内土耕栽培で年間最大 14回転（14期作）の

栽培に成功し、栽培面積 69ha、ハウス棟数 700棟、年間生産量 600トンの国内最大のベビーリー

フ生産会社となっております。当社は自社内に研究所を有し、全ての栽培データをＩＴを駆使し

て網羅的に管理するとともに、土壌、水分、温度、微生物等の至適条件に基づくサイエンス農業

を実践しております。 

社名 株式会社果実堂 

本社所在地 熊本県上益城郡益城町田原 1155-5 熊本テクノリサーチパーク内 

代表者 代表取締役社長 井出 剛 

事業内容 ・大規模ベビーリーフの生産，販売 

・機能性発芽食品の開発，製造，販売 

資本金 １億円 

設立年月日 2005年４月６日 

大株主及び 

持株比率 

㈱井出事務所（創業者資産管理会社） 8,413株（43.5％） 

三井物産㈱           4,056株（20.9％） 

カゴメ㈱            2,000株（10.3％） 

トヨタ自動車㈱           700株（ 3.6％） 

㈱鹿児島銀行            527株（ 2.7％） 

㈱北九州銀行            500株（ 2.6％） 

㈱大分銀行             400株（ 2.1％） 

エア・ウォーター㈱         367株（ 1.9％） 

矢崎総業㈱             360株（ 1.9％） 

㈱富士通九州システムズ       300株（ 1.6％） 

㈱ミクニ              300株（ 1.6％） 

辻󠄀製油㈱              300株（ 1.6％） 

役員 代表取締役社長 井出 剛 （創業者） 

取締役     河野 淳子（新規事業本部長） 

取締役     高瀬 貴文（栽培管理本部長・技師長） 

社外取締役   藤井 啓吾（カゴメ㈱ 執行役員 農事業本部長） 

社外取締役   愛川 美文（㈱富士通九州システムズ 取締役 執行役員常務） 

社外取締役   後藤 光博（三井物産㈱ 流通事業本部 リテール支援室長） 

従業員数 160名（グループ合計・パート社員含む） 

 

 

以 上 


